


















































なのは掲載誌が「ラジオ文芸」であること、そして「ラジオポエム」という言葉である。 「ラジオ文芸」は宝文館から昭和二六年九月に創刊された雑誌 、日本ラジオ作家協会編纂となっ おり、おそらくラジオ放送用の文芸作品を扱う雑誌であることが読み取れる。「午後の訪問」が載っている頁の下段には前の頁から引き続いて中村真一郎の「ラジオ・言葉・詩・詩劇」とい 章が組まれていて、「現在の話す日本語と書く日本語と歌う日本語は不完全」で、 「書く日本語を聴覚で訓練することで自然に歌えるようになる、その役割はラジオにある」とラジオが詩を取り上げなければなら い理由を述べている。 「ラジオポエム」と銘打たれている「午後の訪問」はこうしたラジオ雑誌から放送用の朗読 良い詩 執筆を依頼され、書き下ろしたものなのである。また「午後の訪問 の左下には「午後の訪問について」と う書き込みが添えられていて、 「寂莫として、活々として、そ ていかに厳しい実の世界ではあるが、そうして旅をする詩人の胸には、一つの理想郷が抱かれているらしい解説され い が、 「詩人」という三人称と しい」という推定の言葉から自作解説ではないと推察される。　「午後の訪問」は最初から朗読されることと聞き手の存在を意識


























めに割かしむるまでにたかめなければならぬ。 」とラジオ文芸という新しい芸術の建設と発展を強く述べている。一方、創刊号の編集部欄「副調整室」には「ラジオ文芸の向上と、その世界に新しく、知性ある分野を開拓しようとして、ここに「ラジオ文芸」を創刊しました」とい マニフェストが記されている。構成は各号ラジオドラマの作品、ＮＨＫ関係者やラジオド マ作家による 論、世界のラジオの紹介といった部立てで構成 おり、寄稿者には佐藤春夫、内村直也 中村真一郎、徳川夢声などの名が連なっている。また投稿作品に誌面を割き、原稿の公募 新人の発掘と養成をめざしたのも「ラジオ文芸」の特色の つであった。まさにラジオドラマやラジオポエムなどラジオ文芸の指導書 ると同時に新人の登竜門としての役割をも果たしていたのである。　
ラジオポエムの公募規定欄には「形式、枚数自由。音による再現
を意図した、ラジオのための詩」と書かれ が、十月号の読者欄の「ラジオ・ポエム、どうも内容がよくわからない 内容を教えてほしいという声に、 「一口にいえばラジオ詩です。従来の朗読詩と同じ意味で、ラジオのメカニズムを活かした耳 ら聞いてわかる、話し言葉による詩といえましょう」と答えている。 「従来の朗読詩と同じ意味で」という箇所から 「ラジオポエム」は当時まだその名称 概念が定着して なかったことが推察できる。実際、当時の言説を見てみると、 「放送詩」 「放送朗読詩 「朗読 「 ジオ





を計算に入れ、朗読のための効果 想定して作られた詩」で、 「詩の朗読に対応する には、お ずから一般の詩とは別な概念として考えられるべきである」と明記している。しか 朗読詩が一般の詩とは異なる性格を持っていることははっきりしているものの、ラジオポエム乃至放送詩などのことは言及がない。　
確かにラジオポエムとは言え、ラジオドラマのようにＯＮ、ＵＰ








ただけでは理解は難かしいのです。日本では紙の上の詩人は大ぜい居ますが、聴覚に訴える詩人はまだ生れて来ていないようです。それは詩人が悪いのではなくて、日本語そのものの問題になって来るのだと思い 。 」と朗読詩の問題を日本語と現代詩の問題とし見ていた。また、雑誌「ラジオ文芸」はラジオ文芸というジャンルを取り扱うこ を標榜しながらも、結局は当時流行り ラジオドラマ一辺倒になってし 詩が入る隙間がなかった。ただし、娯楽と情報の重要なメディアであるラジオを媒介とした放送詩を一つの文芸ジャンルとしてとり上げた功は大きいと言えよう。　
先述したように、宝文館は当時放送文芸作品を数多く出版してい













盛んに詩が流れ、詩とラジオの関係は戦時中最も近か ラジオは言うまでもなく新聞や雑誌よりも影響力と大衆性を持つ。こ 電波の力を借りて愛国を詠う を国民に広げよう し のである　
戦争が終わり、ラジオから国家権力が切り取られた。民主主義の
一五八






























声色を使ったり、特定の言葉が強調されたり、ある調子を持たされたりして、詩よりも朗読が強いインパクトを与えてしまう。そ 反面、アナウンサーのように発声 整っている声 淡々とマイクを通して流すと、詩がつまらなくなってしまう場合もあるのである。　
こうした意見に対して、一方では詩人の積極的な参加を呼びかけ
る声もあった。小田利雄は昭和二八年一月号の「詩学」で「詩人は活字により、朗読により〈 〉を伝えると同じように〈放送〉う機能を通して発表して いときが来てい のではないか」と述べ、
西脇詩における聴覚性
一五九
その二ヶ月後、同じく「詩学」で「詩人がいかにして放送に参加するか」と問いを投げて、次のように答えている。その一つは「詩人それ自身の〈詩〉を〈詩〉の形式で表現すること」で、こ 場合「 〈詩〉は文字（活字）による表現でなくて、 〈言葉〉による表現によるものであ ことが必要」であり もう一つは「他の形式で発表すること」でこの場合は「 人の抱いた〈音〉 （言葉、音楽、噪音など）のイメージを表現する、これが 放送〉に大きな意味を持たせるであろう」 具体的なやり方を提示して る。当時は詩の朗読の他に詩人のラジオ対談がちょっとした流行りを示していた。西脇をはじめ、金子光彦、北川冬彦、村野四郎 草野心平など数多い詩人が座談会を体験している。ラジオで自作朗読 行わない詩人 場合、ラジオの詩の座談会こそ体で を知る場であり、ラジオを体験した詩人はラジオの性格を理解することが出来たのだろう。　
しかし、実際そうした趣旨に沿った詩は多くはなかった。当時詩








う経済学としての問題であって、当時ラジオ番組の目玉はラジオドラマであり、音楽番組であり、漫才であった。 『文芸年鑑』 （新潮社）の「１９５１年の詩界」で草野心平が「Ｎ・Ｈ・ＫやＢ・Ｋが声による詩をとりあげ、年末出発したラヂオ東京も、その最初 出発から「アポロの竪琴」で詩 連続放送を初めた。声による詩の発表は色んな難点を伴っているが 研鑽はそれ 克服して る程度安定したレベルに達し得るだろうと思われる」と展望したのとは裏腹に、放送においての詩の領域は一向に増えなかった。 「おはよう番組」や「おやすみ番組」の詩の朗読の時間くらいで、この やすみ番 とは一日の放送終了時間 五分か十分前の番組である。ラジオでの詩の朗読の扱い方に対して「子守歌的な使い方」と嘲るも納得がいく。独立した番組ではなく、ある番組 中 組まれ、朝にふさわしい、夜にふさわしい詩が詠まれる、これが当時ラジオでの「詩」の位置だったのである。デッド・タイムの午前五時（改編しても六時） 、も くは午後十時三○分に さ 詩の朗読は不特定多数ならぬ特定少数のためと化した　
戦時中の「詩とラジオ」の結び付けとは異なって、容易ではない














論ではもっぱら詩における「音」を否定してい 。 「遠いも 」を連結して「新しいイメージ」を作り出すこと 主張 西脇は、「音」よりは「イメージ」による詩的世界を求めた。こうした意識










































































































ず』 『近代の寓話』 『第三の神話』 （昭
（（、東京創元社）までの一部

















































































































































































変を意図してはいない。その半面、注意を要する改変が見られる箇所は、まず「春の淋 さは夏のきびしさへと」が「春の淋しさは夏のさびしさへと」になっている所である。訂正したと思われる「びしさ」は西脇詩の重要なキーワードであるが、これは単なる「き」と「さ」の誤植であろうか。確かに「夏のさびしさへと」の方が文脈上に合っているのは確かである。実は「天蓋」稿 これ以外にも「ふらふら」 「よそどめ」 「野辺」の箇所で初出稿のままで、相違が見られる所はおどり字やルビに どまっている。おそらく「天蓋」は西脇特集を組むにあたって、著者の確認無しで行われたと推察される。　
次に、 「外へは一匹もふらふらしていない」が「外へは一匹もう



























































































んで使っている。 「キリギ ス ような会話」から連想す ことは、聴覚であり、 「キリギリスの
 /  ような会話」は二人の会話が耳に聞








































いない。 」 「あどけなさに、生 どうだんの木に
 /  極みない情を

























後の訪問」はラジオ放送用という企画にそって書かれたごく稀な類のラジオポエムである。ラジオポエムは耳で聞き取りやすいのが何より大切であり、西脇は「午後の訪問」で日常的な言葉で耳慣れた言葉を使うことで一つの聴覚性を確保して る。また声に出し 読みあげて聞き手に伝えるには意味がわか よう区切りを入れることも見落とし はならないこと また聞き手が朗読され 詩 聞いて言葉の音感を楽しめるかどうかを忘れてはならないことなどを「午後の訪問」で常に念頭に入れて た。　
難解な詩を書く学匠詩人と言われ、大衆性を得ることがなかった
















































































































よ、動物としては。 」と語っていた。 『詩のこころ』 （昭
（2、ぺりかん社）
（
22） 
西脇順三郎「脳髄の日記」 『西脇順三郎全詩集』 （
（8、筑摩書房）
